
農村振興局

調査計画の仕事紹介
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農村振興局の取組

■ 農業用水の確保や農地の整備などによる農業生産性の向上

農業用水を水田で利用するには、堰（頭首工）や水路などの施設を利用し、それ
ぞれのほ場に公平に配分することが不可欠です。

農村振興局では、このような農業用水の供給に必要な施設の整備・保全に加え、
営農条件を改善するため水田・畑の整備や、農産物を運搬するための農業用道
路の整備など、土地改良事業（農業農村整備事業）により食料生産基盤を整備し、
農業生産性を向上させる取組を進めています。

せき

（水田へ）

ほ場の大区画化

（

）

堰

（茶畑への撒水）

生産基盤の整備・保全による生産性向上
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■ 地域の資源を活用した農村地域の活性化

また、農村は、食料を生産する農業が営まれる場であるとともに、農業者を含めた
地域住民の生活の場でもあり、長い年月と様々な人間活動を通じて多様な文化や
二次的自然が形作られています。

そこからは、人間の生命の維持に欠くことのできない食料が安定的に供給される
だけでなく、国民に対し、国土や生物多様性の保全、美しく安らぎを与える空間とな
る景観の形成、文化の伝承、情操教育といった多岐にわたる恩恵（農村のもつ地
域資源）をもたらしています。

これらの地域の資源を保全・活用しながら、農村地域の活性化と振興を図る取
組を進めています。

地域資源を活用した地域の活性化
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～農業用水の供給施設整備のイメージと農業生産性向上の例 ～

調査計画職員の仕事
施設の整備を契機とした新たな営農を展開をするための計画づくり、
その実現に向けた地域の取組を支援します。

６次産業化の推進
（農産加工品の販売）



～農地整備のイメージと農業生産性向上の例～
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調査計画職員の仕事
農地の整備により生じる余剰労力や節減経費等を活用した新たな営農を
展開をするための計画づくり、その実現に向けた地域の取組を支援します。

農地の整備

けいはん
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エコ・フード
施設エリア

農地
⇒食料供給、国土保全、
観光資源（体験農園）

農村景観・環境（棚田等）
⇒観光資源（グリーンツー
リズム等）、生態系保全

伝統文化
⇒文化継承、地域活
性化、観光資源

農産物
⇒食料供給、６次産業化、
ブランド化（観光資源）

農村コミュニティ
⇒都市農村交流、担い
手の確保、伝統文化
の保存

農家（家屋）
⇒観光資源（農泊等）、
職場（テレワーク）

再生可能エネルギー（畜産廃棄物や森林
資源等の有機性資源、水力、風力、太陽光）
⇒循環型社会の形成、所得の確保

農業用水
⇒食料供給、水循環の形成、
生態系保全

農業・農村の有する
多面的機能

農業・農村は、国民に食料を安定的に供給する場であるとともに、国土の保全や水源のかん養、伝統
文化の継承などの多様な地域資源があり、こうした資源の役割が十分に発揮されるよう、農村の振興を
図ることが重要です。 

～農村の多様な地域資源の活用のイメージ～



～農村の地域活性化のための様々な取組の例～

○ 地域の農林水産業、風景・文化など農村のもつ地域資源を活用して、自治体や民間企業、地域の方々、
NPOなど様々なプレーヤーが連携し、地域活性化に取り組んでいます。
〇 施策立案・実施を通じて、地域の魅力を発信し、地域と地域、人と人とを繋ぐハブの役割を担います。
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